
 

 

 

 

埼玉県では、収穫の秋の 11月を「彩の国ふるさと学校給食月間」としています。地元産食材や郷土食等への

理解を通して、ふるさとへの愛着を深める学校給食を推進することを目的とした取組です。11 月の給食には、

埼玉県の郷土料理や特産物を使用した献立がたくさん登場します。また、今月は図書室コラボ給食として本に関

連する献立を給食に多く取り入れています。実りの秋・そして読書の秋を楽しみましょう。 

ふるさと学校給食月間・図書室コラボ特別献立～１１月の給食写真～ 

７日 白花豆のさつまいもシチュー 
     

１３日 おっきりこみうどん・おひたし 
手作りパンプキンパイ 

１７日 手作りゼリーフライ 

 

紹介したい本：「花豆の煮えるまで」 

 

埼玉県は里芋・小松菜の生産が盛ん！ 

本の紹介：「みしのたくかにと」 

 

丁寧に小判形にしました！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和５年度 11月号 

さいたま市立中島小学校 

 家庭数  

親子でお読みください 

 意味を考えながらあいさつできるといいね 
い   み    かんが 



                    

                    

 ツール・ド・フランスさいたまクリテリウムの開催を記念した、

フランスを感じる給食を実施しました。１０月１７日には市長が来

校し、６年１組の児童と一緒に給食時間を過ごしました。１７日の

献立は、お花の揚げパン・ホキのラビゴットソースがけ・レンズ豆

のスープです。お花の揚げパンはビーツでピンクに色付けをしまし

た。「ラビゴット」とはフランス語で「元気を出させる」という意味

の言葉で、元気を出させるようなソースという意味のラビゴットソ

ースを揚げたホキにかけました。レンズ豆もビーツと同じく日本で

はあまり馴染みのない食材ですが、どちらもフランスでは家庭でも

よく食べられる食材です。 

 お花の揚げパンの味を当てようとして、児童たちはさまざまな食

材やお花の名前を挙げており、楽しそうな様子でした。ツール・ド・

フランスさいたまクリテリウムについても話題にあがり、児童も開

催を楽しみにしているようでした。 

 

 

 

 

 １１月１日に給食試食会を開催いたしました。新型コロナウイルス感染拡大防止のため中止が続いてお

りましたが、本年度は開催できうれしく思います。ご参加いただいた方々に改めて御礼申し上げます。当日

は実際に１年生の給食の様子を参観した後、給食の試食をしていただきました。試食会に関するアンケート

の結果と配布した資料の一部を紹介させていただきます。アンケートの内容は職員で共有させていただい

て今後の指導に活かしてまいります。 

 

ご家庭で引き続きお願いしたいこ

とについて書かせていただきました。食事のマナー

は、毎日の食事の中で繰り返すことで習慣化され身に

付いていきます。給食だけではなかなか身に付きに

くいこともありますので、ご家庭と協力して児童の

望ましい食習慣の形成に尽力していきたいと思い

ます。今度ともご協力よろしくお願いします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１０月１７日、１１月２日～フランスを感じる給食～ 

１１月１日～１年生の保護者を対象に給食試食会を開催しました～ 
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楽しく食べること。食べず嫌いについて。 

栄養バランスについて。 


